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2013 年 1 月撮影 https://www.google.co.jp/maps/@33.2619678,131.0105713,21z  

2018 年 5 月撮影 https://www.google.co.jp/maps/@33.2619629,131.0105634,21z  

 

図-2.2.5 第 3 径間の路面状況の変化 1),2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年 1 月撮影 https://www.google.co.jp/maps/@33.2621455,131.0106087,21z 

 

図-2.2.6 床版補修前の路面状況（その１，床版パネル 3-0203 付近， 

P2 側から P3 側に向かって撮影．図-2.2.3(c)右側の写真の路面状況）3) 

 

Google 2013.1撮影 Google 2018.5撮影

Google 2013.1撮影

注）Google ストリートビューから引用し，黄色の線を加筆した． 

注）いずれも Google ストリートビューから引用し，黄色の線を加筆した． 
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(a) P3 側から P2 側に向かって撮影 1) 

2013 年 1 月撮影 https://www.google.co.jp/maps/@33.2619678,131.0105713,21z 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) P2 側から P3 側に向かって撮影 4) 

2013 年 1 月撮影 https://www.google.co.jp/maps/@33.2621018,131.0105933,21z 

 

図-2.2.7 床版補修前の路面状況（その２，床版パネル 3-0204 付近） 

 

Google 2013.1撮影

Google 2013.1撮影

注）いずれも Google ストリートビューから引用し，黄色の線を加筆した． 
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(a) 第 1 径間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 第 2 径間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 第 3 径間 

図-2.4.1 2019 年調査時の状況（左：舗装，右：床版下面） 

注）この図では舗装路面の位置と床版下面の位置は一致できていない． 
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表-3.3.2 カート式高周波電磁波レーダ機材諸元 

項  目 性能（カタログ値） 機 材 外 形 

機 材 名 
IDS GeoRader 社製 

『RIS Hi-BrigHT』 

 

計 測 幅 91×42 cm 

チャンネル数 

計 16 個 

進行方向 8 個 

横断方向 8 個 

放射方法 パルス式 

中心周波数 2.0 GHz 

アンテナ間隔 10 cm 

  

 

A1

P1

P2

A2

 

図-3.3.2 調査範囲平面図 

 

 

図-3.3.3 調査範囲断面図 
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3.4 含水状態の測定 

床版下面の含水状態を把握するため，ごく限られた範囲であるが，水分計（K 社 HI-500）を用いて，含水

状態を表す D 値を測定した．測定の設定は，D モード，深さ 40mm 以上，温度補正 AUTO とした．D 値は，

値が大きいほどコンクリート中の含水率が高いことを表す指標である．D 値の測定結果の目安は，既往の調

査結果 1), 2)を踏まえて，本文では図-3.4.1 のとおり想定している． 

A1-P1 間は，床版に貫通ひび割れが見られたことから，その周辺の D 値を測定した．また，P2-P3 間の床

版パネル 0202 及び同 0203 は，下面の外観が極端に異なっていたことから，それぞれの D 値を測定した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.4.1 床版下面の含水状態の測定状況と含水状態の目安 

 

 

 

 

 

黄色数値は含水状態を表す指標
（Dモード値，温度設定AUTO）

水分の目安*
-399 正常または接触不良

400-599 正常
600-799 多い
800- 著しく多い

D 値による含水状態の目安 

 

 D 値 含水状態の目安 

   -399 正常または接触不良 

400-599 正常 

600-799 多い 

800- 著しく多い 
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(a) 舗装の補修      (b) 床版上面（下り側舗装除去時）  

図-4.1.17 P1-P2 間床版の貫通孔の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図-4.1.18 P1-P2 間床版の貫通孔           図-4.1.19 センターライン付近の舗装厚 

（A1-P1 間，A1 から 34m 付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 湿潤範囲 W1，A1 から 87 m     (b)  湿潤範囲 W2，A1 から 94 m 

 

図-4.1.20 P1-P3 間の舗装除去直後の滞水状況 

貫通孔の 
概略の位置 

貫通孔 

版厚 
195 mm 

水平ひび割れ 
下面から 160mm 

センターライン
付近の舗装厚 
約 80 mm 
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(c) W3 A1 110 m        (d)  W4 A1 115 m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e)  W5 A1 120 m        (f)  W6 A1 128 m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(g)  W7 A1 150 m    (h)  W8 A1 155 m 

 

-4.1.20 P1-P3  

40−40−



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51
.0

51
.0

10
0.

0

10
0.

0

16
0.

0

16
0.

0

-4
.1

.2
1

 P
1-

P3
 

 

 

W
1 

W
2 

W
3 

W
4 

W
5 

W
6 

W
7 

W
8 

W
1

W
8

 

P1
 

P2
 

P3
 

41−41−



 
 

 
 

 
図-4.2.1 Y 橋の路面画像 

 

 
 

 
 

 
図-4.2.2  Y 橋の電磁波データ（床版上面付近の平面図） 
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Y -4.2.1 -4.2.2
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-4.2.1 RC  
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図-4.2.1 Y 橋の路面画像 

 

 
 

 
 

 
図-4.2.2  Y 橋の電磁波データ（床版上面付近の平面図） 
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凡例 分類 推定要因

グループ１ 健全

グループ２ 舗装剥離，浅い土砂化，水平クラック等の疑いあり

グループ３ 深い土砂化，床版上面の滞水等の疑いあり
  

 

 

 
 

 

 

 
 

図-4.2.3 分類結果 
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4.3 カート式レーダ（高周波型）の測定結果 

調査に用いたカート式レーダ装置は，車載式レーダ装置に比べ探査速度が遅く細かなピッチでのデータが

得られ，この結果，高精度な画像解析が可能となる．主として補修設計や床版補修工事で詳細な補修範囲や

損傷程度を把握する事を目的に使用されることを想定している．本節では Y 橋の調査で得られたレーダデー

タを画像処理し，損傷範囲を的確に検出することができるか検証した． 

 

4.3.1 レーダデータの判定方法 

電磁波は比誘電率の異なる物質の境界面において，反射と透過を繰り返しながら伝播する．コンクリート

床版が健全な場合は舗装と床版の境界で明確な反射があるが，床版の表面付近が劣化した床版では不明瞭な

反射となる．レーダ波形を基に処理した画像データより，この境界部付近の乱れの度合いを評価し判定する．

判定方法は実物大供試体実験により床版上面の状態を３つのグループに分類した事例が報告されている 2),3)．

また，パルス式レーダを用いた供試体の検証では，レーダ反射波を画像化した縦断断面から劣化の大きさや

深さを推定できることが報告されている 4)．図-4.3.1 に RC レーダを用いたコンクリートの劣化検知事例を示

す．Y 橋のデータでも縦断断面画像のコンターの連続性や乱れの度合いと実際の損傷範囲の整合を確認した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.3.1 RC レーダを用いたコンクリートの劣化検知事例 3) 
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(a) レーダ画像と損傷の重ね合わせ図 

(b) レーダ画像と滞水※の重ね合わせ図 

※滞水：舗装撤去後に床版上面が湿潤状態であった範囲としている。ただし、レーダ探査日と舗装撤去日は

異なり，舗装撤去直前は雨天であったため普段に比べ滞水範囲が広くなっている可能性がある． 

損傷の確認範囲 

滞水の確認範囲 

損傷の確認範囲 

滞水の確認範囲 

ﾀｲﾑｽﾗｲｽ 
（床版上面） 

ﾀｲﾑｽﾗｲｽ 
（床版上面） 

(参考) 滞水の状況写真 

(c) 床版下面ひび割れと損傷の重ね合わせ図 

(d) 床版下面ひび割れと滞水の重ね合わせ図 

ひび割れ 
（床版下面） 

ひび割れ 
（床版下面） 

凡 例 

     床版損傷範囲 

     過去補修コンクリート 

     （参考）滞水範囲 

図-4.3.2 タイムスライス画像と損傷図 
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箇所 3-3 箇所 3-4 箇所 3-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 検証箇所位置図 (b)  検証箇所のレーダ画像 

箇所 3-3 箇所 3-4 箇所 3-5 

舗装写真 
（舗装撤去前） 

床版上面写真 
（舗装撤去後） 

ﾀｲﾑｽﾗｲｽ 
（床版上面） 

不陸による 

図-4.3.3 レーダ画像化データと損傷状況 

(c)  検証箇所の状況写真 

4.3.2  
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4.3.2  

 

-4.3.2

-4.3.2

 

-4.3.3 3 3

-4.3.4 -4.3.6 3

-4.3.4 -4.3.6

 

 

 

 

 

 

 

51−51−



 

凡 例

床版下面パネル

床版損傷範囲

過去補修コンクリート

図-4.3.4 箇所 3-3 の状況とレーダ画像 

ﾀｲﾑｽﾗｲｽ 
（床版上面） 

縦断面 
床版上面異常信号 

縦断面 

補修コンクリート周辺が損傷 

ｽﾗｲｽ断面 

(a) 床版上面写真（舗装撤去後） 

 

(b) レーダ画像（代表断面） 

 

(c) 床版下面写真（上面投影） 
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床版上面異常信号 

不陸による 
ﾀｲﾑｽﾗｲｽ 

（床版上面） 

縦断面 

凡 例

床版下面パネル

床版損傷範囲

過去補修コンクリート

図-4.3.5 箇所 3-4 の状況とレーダ画像 

補修コンクリート内が損傷 

縦断面 

ｽﾗｲｽ断面 

(a) 床版上面写真（舗装撤去後） 

 

(b) レーダ画像（代表断面） 

 

(c) 床版下面写真（上面投影） 
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-4.3.6 3-5  

 

(a)  
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4.4 カート式レーダ（中周波型）の測定結果 

 手押し型レーダの測定結果の概要を図-4.4.1 に示す．床版上面付近の深さに相当する時間の反射強度分布

（タイムスライス断面）を示す．点検調書や開削時の特徴域を併せて示す．上り車線に限定してみたとき，

反射強度が平均値からずれている領域を色合いの相違から異常域として識別でき，主要な特徴域がこの反射

振幅の異常域に相当していることがわかる．また，電磁波レーダの記録範囲を図-4.4.2 に示す． 

 
図-4.4.1 床版上面付近の反射信号（タイムスライス断面）の全体図 
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図-4.4.3 タイムスライス断面及び舗装部分打換え・滞水・土砂化・漏水域の分布 
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図-4.4.3 タイムスライス断面及び舗装部分打換え・滞水・土砂化・漏水域の分布 
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(a) タイムスライス断面 1 

   

(b) タイムスライス断面 1 の床版上面写真 

図-4.4.4 電磁波レーダのタイムスライス断面，床版上面写真，及び，床版上面の滞水の様子 (1) 
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(c) タイムスライス断面 1 の床版上面のオルソ画像 

 

  

(d) タイムスライス断面 1 の滞水の様子 

図-4.4.4 電磁波レーダのタイムスライス断面，床版上面写真，及び，床版上面の滞水の様子 (1) 

 

−61−



図-4.4.5 のタイムスライス断面 2 でも小規模な土砂化が数カ所で確認された．d, e, f の区間では土砂化また

は土砂化域の近傍域では，滞水が確認されており，両者の関係性が高い区間となっている．一方，d～f の区

間では下面漏水の報告がない．d～f の領域においては，電磁波レーダのタイムスライス断面において，振幅

異常や鉄筋パターンの消失域に相当し，明瞭に検出が行える．また，矢印 3 の地点には舗装の部分打換えが

d の領域に一部重なっている．この舗装の部分打換えの領域のうち，d に重なっていない範囲はレーダ断面上

では異常域として検出されておらず，舗装の部分打換えの存在に関わらず，床版上面の滞水域を良好に区別

して検出できていることを示している．また，矢印 4 の地点においては，レーダ断面の異常にもかかわらず，

開削による観察等で指摘事項がない．しかし，図-4.4.5(d)の写真の下方に変色領域が広がっており（矢印），

実際には軽微な劣化が進行していた可能性がある． 

 

(a) タイムスライス断面 2 

 

  

(b) タイムスライス断面 2 の床版上面写真 

図-4.4.5 電磁波レーダのタイムスライス断面，床版上面写真，及び，床版上面の滞水の様子 (2) 
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(c) タイムスライス断面 2 の床版上面のオルソ画像 

 

  

(d) タイムスライス断面 2 の滞水の様子 

図-4.4.5 電磁波レーダのタイムスライス断面，床版上面写真，及び，床版上面の滞水の様子 (2) 
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図-4.4.6 のタイムスライス断面 3 でも土砂化が確認された（g, h, k, l）．これらの土砂化の領域を含む周辺域

で床版上面の滞水が確認された．また，g, h では床版上面の滞水域を含むさらに広い範囲で下面漏水の範囲

が存在している．一方で，k, l 付近の床版上面の滞水域では下面漏水の報告がない．電磁波レーダのタイム

スライス断面において，これらの土砂化検出位置は，振幅異常や鉄筋パターンの消失域に相当している．こ

こで，g, h では正側に振れているのに対して，k, l では負側に振れている．断面 3 の区間における，g, h と k, l

の関係に限ると下面漏水の有無と合致しているものの，他の区間の結果と合わせて整理すると，床版上面の

滞水と下面漏水の領域の関係を極性のみを指標にして判別することは難しい．一方で，i の領域では正方形

状のコンクリートの上面補修跡の範囲を明瞭に捉えている．タイムスライス断面 2 では舗装の部分打換えの

領域は不明瞭であり，電磁波レーダによる調査においてノイズ情報となる舗装の部分打換えの記録への影響

の判別はレーダ断面だけでは難しいことがわかる． 

 
(a) タイムスライス断面 3 

   

(b) タイムスライス断面 3 の床版上面写真 

図-4.4.6 電磁波レーダのタイムスライス断面，床版上面写真，及び，床版上面の滞水の様子 (3) 
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(c) タイムスライス断面 3 の床版上面のオルソ画像 

 

 

  

(d) タイムスライス断面 3 の滞水の様子 

図-4.4.6 電磁波レーダのタイムスライス断面，床版上面写真，及び，床版上面の滞水の様子 (3) 
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図-4.4.7 のタイムスライス断面 4 では，多数の劣化進行度の高い土砂化域が確認された．しかし，床版上

面に滞水が確認された領域は一部にとどまる．ただし，図(d)では p, q の位置にも滞水が確認されているが，

領域の形状が確定できなかったため図(a)中に反映されていない．一方で，これまで同様に，下面漏水の報告

の位置とは一致していない場合が多い．レーダ断面と下面漏水箇所（矢印 5）の関係性も，床版上面付近の

情報を多く含むタイムスライス断面を表示していることもあり，低い．しかし，点在する土砂化域は，電磁

波レーダのタイムスライス断面において，振幅異常や鉄筋パターンの消失域に相当している．r, u の土砂化

域の形状や，s の滞水域の形状と異常信号の形状は合致しており，レーダが詳細調査にも利用可能な高い検

出能力を有することが示唆される． 

 

(a) タイムスライス断面 4 

(b)  
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図-4.4.7 電磁波レーダのタイムスライス断面，床版上面写真，及び，床版上面の滞水の様子 (4) 

    

(b) タイムスライス断面 4 の床版上面写真 

 

 

(c) タイムスライス断面 4 の床版上面のオルソ画像 

 

  

  

(d) タイムスライス断面 4 の滞水の様子 
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図-4.4.7 電磁波レーダのタイムスライス断面，床版上面写真，及び，床版上面の滞水の様子 (4) 

 

図-4.4.8 のタイムスライス断面 5 では土砂化の判定箇所と滞水の報告がなかった．しかし，小規模な土砂

化や過去には下面漏水が指摘された箇所が複数存在する．土砂化域は，電磁波レーダのタイムスライス断面

において，振幅異常や鉄筋パターンの消失域に相当している．一方で，下面漏水との関連性は他の区間と同

様に高くない． 

 

(a) タイムスライス断面 5 

図-4.4.8 電磁波レーダのタイムスライス断面，及び，床版上面写真 (5) 
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図-4.5.1 箇所2-3の状況とレーダ画像 

(a) 舗装状況 (b) 舗装開削直後の滞水状況 

(c) 床版上面の損傷状況 

(d) レーダ画像（代表断面） 

滞水あり 

縦断面 

(e) 床版下面の状況（上面投影） 

ｽﾗｲｽ断面 

縦断面 

ﾀｲﾑｽﾗｲｽ 
（床版上面） 
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(d) レーダ画像（代表断面） 

(e) 床版下面の状況（上面投影） 

滞水あり 115.5m 117.5m 

1.5m 

3.5m 

(a) 舗装状況 
(b) 舗装開削直後の滞水状況 

(c) 床版上面の損傷状況 

図-4.5.2 箇所3-2の状況とレーダ画像 

縦断面 

ｽﾗｲｽ断面 
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(e) 床版下面の状況（上面投影） 

(a) 舗装状況 (b) 舗装開削直後の滞水状況 

(c) 床版上面の損傷状況 

(d) レーダ画像（代表断面） 

補修コン周辺が劣化 

滞水あり 

漏水あり 

132m 135.5m 

1.5m 

3.5m 

図-4.5.3 箇所3-5の状況とレーダ画像 

縦断面 

ﾀｲﾑｽﾗｲｽ 
（床版上面） 

縦断面 

ｽﾗｲｽ断面 
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図-4.5.4 にカート式（高周波）とハンディレーダの同一箇所のレーダ画像を示す．レーダ縦断図では劣化

箇所と床版上面付近のコンターの連続性がなく乱れの度合いが大きい範囲が一致している点もカート式と同

様であるが，探査ピッチが細かいことから，画像データも精細であり，鉄筋も１本毎に識別できる．カート

式やハンディ式での画像データを分析して特徴的な画像を分類することで，損傷種別を特定できる可能性が

ある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床版上面異常信号 

(a) カート式レーダ画像 

(b) ハンディ式レーダ画像 

図-4.5.4 カート式とハンディ式のレーダ画像（ほぼ同一箇所） 
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ネルでは，2014 年のひび割れ調査時に，広範囲にわたって構造的なひび割れが見られるとともに，既にひび

割れに沿った遊離石灰や漏水も広範囲に見られていた．同様に，図-5.1.9～11 に，パネル 3-0202 における路

面画像，車載式レーダ画像，カート式レーダ画像及び 2014 年における床版下面のひび割れ図と漏水状況を示

す．パネル 3-0202 では，3-0203 と同様に構造的なものと考えられるひび割れがパネル全面に生じていたが，

前述のとおりパネル 3-0203 のすぐ隣であるにもかかわらず，床版下面に遊離石灰等の漏水の痕跡は見られな

かった． 

図-5.1.12～13 に，パネル 3-0203 の下面における含水状態の測定結果を水分計による D 値で示す．外観で

も漏水が著しいことが分かるが，水分計でも値は高かった．ただし，図-5.1.8 の 2014 年のひび割れ図におい

て，図の左下の一部に漏水が見られなかった範囲があり，2019 年時点の水分計の測定結果は，2014 年調査時

と概ね同様に，その範囲（図-5.1.13(a)の左下）で水分が少ない傾向であった．2014 年の調査以降，2015 年に

床版上面の補修，舗装の部分打換えが行われ，その後，含水状態が改善されたかは確認できていないが，2019

年時点での含水状態は 2014 年調査時と概ね同様の傾向であった．  

同様に，図-5.1.14 に，パネル 3-0202 の下面における含水状態の測定結果を D 値で示す．パネル 3-0203 と

は対照的に，床版下面に漏水の痕跡が見られず，乾燥した雰囲気であり，水分計でも D 値が低く，明らかに

コンクリートが乾燥していたことがわかる． 

図-5.1.15～17 に，舗装を剥いだ時の床版上面の湿潤範囲 W3, W4 を（位置は前掲図-4.1.21），前掲図-5.1.6

～8 に示した図にそれぞれ重ねて示す．湿潤範囲 W3 の位置は，近傍の上り側路面の舗装補修跡や排水桝の

位置との関係などからも，概ね妥当であると考えられる．この床版上面の湿潤範囲 W3 は，2014 年の床版下

面の漏水範囲と概ね合致する傾向が見られ，また水分計の測定結果とも一致する傾向が見られた．しかし，

湿潤範囲 W3 のすぐ右側での水分計の測定結果は，床版上面の状態と大きく異なり，水分がかなり多い値を

示していた．このことは，コンクリートの補修材の上面には水分が認められなかったが，補修材の下面（補

修材と既設床版コンクリートの間）に水分が存在していたことを示唆していると考えられる． 

図-5.1.16 の結果より，湿潤範囲 W3 は，カート式レーダの青い箇所と概ね合致していた．一方，湿潤範囲

W4 は，カート式レーダの赤い箇所と概ね合致していた．ただし，実際は湿潤範囲 W4 に接する概ね正方形

に近い形状の舗装補修跡に一致すると考えられる濃い青の箇所に対して，湿潤範囲 W4 が P2 側に 500 mm 程

度ずれていた．湿潤範囲 W4 は，図-5.1.18 と見比べると，やや軸方向に圧縮されたイメージであり，位置も

近傍の上り側路面の舗装補修跡との位置関係からずれが生じていたと考えられる．このことから，図-5.1.18

を参考に，湿潤範囲 W4 の形状と位置を精査し直した．図-5.1.15～17 に，修正後の湿潤範囲を破線で示した．

本章の検討結果への影響は小さいが，レーダの結果との比較検証に使用する場合にそれぞれの位置情報は重

要である．Y 橋のように橋長が 100m を超える場合は，A1 からの距離を計測するだけでなく，途中で基準点

を設けたり，GNSS 等，他の測定方法も併用するなどして，湿潤範囲などの位置の測定精度を確保する必要

があることが分かった． 
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図-5.1.1 比較対象とした床版パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1.2 比較対象とした床版パネルの路面状況 
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(a) 舗装路面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 床版上面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 床版下面 

 

図-5.1.3 パネル 3-0203（床版補修部）の舗装開削前後の状況 

補修部

P3
側

P2
側

浮き
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(a) 舗装路面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 床版上面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 床版下面 

 

図-5.1.4 パネル 3-0202（床版上面浮き部）の舗装開削前後の状況 

浮き

P3
側

P2
側

浮きはあるが下面の
水分は普通だった。
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(a) 路面画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) レーダ画像（タイムスライス） 

図-5.1.6 車載式レーダによるパネル 3-0203（床版補修部）の測定結果 
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図-5.1.7 カート式レーダによるパネル 3-0203（床版補修部）の測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1.8 パネル 3-0203（床版補修部）の床版下面のひび割れ図と漏水状況（2014 年調査時） 
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(a) 路面画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) レーダ画像（タイムスライス） 

図-5.1.9 車載式レーダによるパネル 3-0202（床版上面浮き部）の測定結果 
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図-5.1.8  パネル3-0203（床版補修部）の床版下面のひび割れ図と漏水状況（2014 年調査時） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 路面画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) レーダ画像（タイムスライス） 

図-5.1.9 車載式レーダによるパネル 3-0202（床版上面浮き部）の測定結果 
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図-5.1.10 カート式レーダによるパネル 3-0202（床版上面浮き部）の測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1.11 パネル 3-0202（床版上面浮き部）の床版下面のひび割れ図と漏水状況（2014 年調査時） 
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(a) 下から見上げた状況（図中の数値は水分計による D 値の実測値を示す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 測定箇所付近の状況（下図は図(a)の縮小図） 

図-5.1.12 パネル 3-0203（床版補修部）の床版下面の含水状態（P2 から約 13m） 
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(a) 下から見上げた状況（図中の数値は水分計による D 値の実測値を示す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 測定箇所付近の状況（下図は図(a)の縮小図） 

図-5.1.12 パネル 3-0203（床版補修部）の床版下面の含水状態（P2 から約 13m） 
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(a) 下から見上げた状況（図中の数値は水分計による D 値の実測値を示す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 測定箇所付近の状況 

 

図-5.1.13 パネル 3-0203（床版補修部）の床版下面の含水状態（P2 から約 11m） 
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(a) 下から見上げた状況（図中の数値は水分計による D 値の実測値を示す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 測定箇所付近の状況 

 

図-5.1.14 パネル 3-0202（浮き部）の床版下面の含水状態（P2 から約 7m） 
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(a) 下から見上げた状況（図中の数値は水分計による D 値の実測値を示す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 測定箇所付近の状況 

 

図-5.1.14 パネル 3-0202（浮き部）の床版下面の含水状態（P2 から約 7m） 

 

398 421

425 345

363

441 389 291

457377250

歩道側，P3側

路面浮き部下面**概略の位置を示す

図(a)の範囲 

−87−



(a) 路面画像

(b) レーダ画像（タイムスライス）

図-5.1.15 車載式レーダの測定結果と舗装下湿潤範囲の関係
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図-5.1.16 カート式レーダの測定結果と舗装下湿潤範囲の関係 

 

図-5.1.17 床版下面のひび割れ図，漏水状況（2014 年）と舗装下湿潤範囲（2019 年）の関係 
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図-5.1.16 カート式レーダの測定結果と舗装下湿潤範囲の関係 

 

図-5.1.17 床版下面のひび割れ図，漏水状況（2014 年）と舗装下湿潤範囲（2019 年）の関係 

ab

c

3-0203 
2100mm×4960 mm

乾燥湿潤
2780 mm

下面の変色

含水率測定位置

500 mmのずれ

湿潤範囲 W4 湿潤範囲 W3 湿潤範囲 W4 
（修正後） 

3-0203 
2100mm×4960 mm

500 mmのずれ

凡例

青線：大きいひび割れ，遊離石灰

黒線：ひび割れ（0.2mm未満含む）

55
9

71
7

71
2

67
8

58
7

53
2

58
4

48
8

93
5

86
2

98
9

98
4

10
84

10
06

75
9

87
6

湿潤範囲 W4 湿潤範囲 W3 湿潤範囲 W4 
（修正後） 

−89−



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-5.1.18 W4  

 

 

 

90

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-5.1.18 W4  

91−90−



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-5.1.18 W4  

91−91−



5.2   

-5.2.1 3 #1 #7

-5.2.2 -5.2.3 3

-5.2.2 -5.2.4 10 -5.2.1

7 -4.1.18

-4.1.8(d) -5.3.6 -5.3.8  

#1 #2

#1

#2

  

#3 #5 #3

#3

#4 #5

#4

5.1

#5

#4 2014

 

#6

 

#7

#7 2014

 

 

 

 

 

92

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b
)

床
版
下
面

3-
02

03
 

21
00

m
m

×
49

60
 m

m
含

水
率

測
定

位
置

3-
02

03
 

21
00

m
m

×
49

60
 m

m

(c
)
車
載
式
レ
ー
ダ
画
像

(a
)

開
削
前
の
路
面
（
車
載
レ
ー
ダ
測
定
時
）

白線間隔
2700 mm

#1
#2

#3
#4

#5
#6

#7

3-
02

03
 

21
00

m
m

×
49

60
 m

m

図
-5

.2
.1
 

P2
-P

3
間
に
お
け
る
路
面
，
床
版
等
の
状
況
と
断
面

#1
～

#7
の
位
置

 

−92−



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b
)

床
版
下
面

3-
02

03
 

21
00

m
m

×
49

60
 m

m
含

水
率

測
定

位
置

3-
02

03
 

21
00

m
m

×
49

60
 m

m

(c
)
車
載
式
レ
ー
ダ
画
像

(a
)

開
削
前
の
路
面
（
車
載
レ
ー
ダ
測
定
時
）

白線間隔
2700 mm

#1
#2

#3
#4

#5
#6

#7

3-
02

03
 

21
00

m
m

×
49

60
 m

m

図
-5

.2
.1
 

P2
-P

3
間
に
お
け
る
路
面
，
床
版
等
の
状
況
と
断
面

#1
～

#7
の
位
置

 

−93−

図
-5

.2
.1
　

P2
-P

3  
間
に
お
け
る
路
面
，
床
版
等
の
状
況
と
断
面

#1
～

#7
 の

位
置



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.2 調査結果に基づく断面#1～#7 における含水状態及び劣化状態の推定 

 

 

 

 

 

 

注）浮きの深さ，補修材厚は推定． 

図-5.2.3 Y 橋，第 3 径間における床版各部の厚さ，深さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.4 断面#1 の状態（図-5.2.2 から抜粋して再掲） 

 

表-5.2.1 断面#1 の各深さの観察（推定含む） 

深さ方向位置 深さ (mm) 含水状態 損傷状態 備考 

a 路面 -80 － 舗装ひび割れ，シール注入  

b 床版上面 0 滞水なし 変状なし，浮きあり 浮きはたたきによるチョー

クを参照した． c 水平ひび割れ 40 滞水なし （深さは推定） 

e 床版下面 195 漏水なし 格子状ひび割れ  

注）深さは床版上面からの距離を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査時） 
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注）浮きの深さ，補修材厚は推定． 

図-5.2.3 Y 橋，第 3 径間における床版各部の厚さ，深さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.4 断面#1 の状態（図-5.2.2 から抜粋して再掲） 

 

表-5.2.1 断面#1 の各深さの観察（推定含む） 

深さ方向位置 深さ (mm) 含水状態 損傷状態 備考 

a 路面 -80 － 舗装ひび割れ，シール注入  

b 床版上面 0 滞水なし 変状なし，浮きあり 浮きはたたきによるチョー

クを参照した． c 水平ひび割れ 40 滞水なし （深さは推定） 

e 床版下面 195 漏水なし 格子状ひび割れ  

注）深さは床版上面からの距離を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査時） 
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図-5.2.5 断面#2 の状態（図-5.2.2 から抜粋して再掲） 

 

表-5.2.2 断面#2 の各深さの観察（推定含む） 

深さ方向位置 深さ (mm) 含水状態 損傷状態 備考 

a 路面 -80 － 舗装ひび割れ，シール注入  

b 床版上面 0 一部滞水あり 変状なし，浮きあり 浮きはたたきによるチョー

クを参照した． c 水平ひび割れ 40 一部滞水あり（推定） （深さは推定） 

e 床版下面 195 一部遊離石灰あり 格子状ひび割れ 漏水箇所の D 値 587 - 717 

注）深さは床版上面からの距離を示す．D 値は水分計による実測値を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.6 断面#3 の状態（図-5.2.2 から抜粋して再掲） 

 

表-5.2.3 断面#3 の各深さの観察（推定含む） 

深さ方向位置 深さ (mm) 含水状態 損傷状態 備考 

a 路面 -80 － 部分補修あり，損傷なし  

b 床版上面 0 一部滞水あり 浮きあり，土砂化あり 浮きはたたきによるチョー

クを参照した． c 水平ひび割れ 40 滞水あり（推定） （深さは推定） 

e 床版下面 195 一部遊離石灰あり 格子状ひび割れ  

注）深さは床版上面からの距離を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.7 断面#4 の状態（図-5.2.2 から抜粋して再掲） 

 

表-5.2.4 断面#4 の各深さの観察（推定含む） 

深さ方向位置 深さ (mm) 含水状態 損傷状態 備考 

a 路面 -80 － 部分補修あり，損傷なし  

b 床版上面 0 滞水なし 部分補修あり，浮きあり 浮きはたたきによるチョー

クを参照した． d 補修材下面 40 滞水あり（推定） 補修材界面付近 

（深さは推定） 

e 床版下面 195 遊離石灰あり 格子状ひび割れ 2014 年，補修前に著しい漏

水あり，D 値 759 - 1084 

注）深さは床版上面からの距離を示す．D 値は水分計による実測値を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.8 断面#5 の状態（図-5.2.2 から抜粋して再掲） 

 

表-5.2.5 断面#5 の各深さの観察（推定含む） 

深さ方向位置 深さ (mm) 含水状態 損傷状態 備考 

a 路面 -80 － 部分補修あり，損傷なし  

b 床版上面 0 滞水なし 部分補修あり，浮きあり 浮きはたたきによるチョー

クを参照した． d 補修材下面 40 滞水なし（推定） 補修材界面付近 

（深さは推定） 

e 床版下面 195 一部遊離石灰あり 格子状ひび割れ 2014 年，補修前に著しい漏

水あり 

注）深さは床版上面からの距離を示す． 
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図-5.2.7 断面#4 の状態（図-5.2.2 から抜粋して再掲） 

 

表-5.2.4 断面#4 の各深さの観察（推定含む） 

深さ方向位置 深さ (mm) 含水状態 損傷状態 備考 

a 路面 -80 － 部分補修あり，損傷なし  

b 床版上面 0 滞水なし 部分補修あり，浮きあり 浮きはたたきによるチョー

クを参照した． d 補修材下面 40 滞水あり（推定） 補修材界面付近 

（深さは推定） 

e 床版下面 195 遊離石灰あり 格子状ひび割れ 2014 年，補修前に著しい漏

水あり，D 値 759 - 1084 

注）深さは床版上面からの距離を示す．D 値は水分計による実測値を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.8 断面#5 の状態（図-5.2.2 から抜粋して再掲） 

 

表-5.2.5 断面#5 の各深さの観察（推定含む） 

深さ方向位置 深さ (mm) 含水状態 損傷状態 備考 

a 路面 -80 － 部分補修あり，損傷なし  

b 床版上面 0 滞水なし 部分補修あり，浮きあり 浮きはたたきによるチョー

クを参照した． d 補修材下面 40 滞水なし（推定） 補修材界面付近 

（深さは推定） 

e 床版下面 195 一部遊離石灰あり 格子状ひび割れ 2014 年，補修前に著しい漏

水あり 

注）深さは床版上面からの距離を示す． 
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図-5.2.9 断面#6 の状態（図-5.2.2 から抜粋して再掲） 

 

表-5.2.6 断面#6 の各深さの観察（推定含む） 

深さ方向位置 深さ (mm) 含水状態 損傷状態 備考 

a 路面 -80 － 著しいひび割れ，シールあ

り 

舗装の損傷は 2014 年の補

修時に既に見られた． 

b 床版上面 0 一部滞水あり ひび割れと大きい角欠け，

浮き 

浮きはたたきによるチョー

クを参照した． 

c 水平ひび割れ 40 一部滞水あり（推定） （深さは推定） 

e 床版下面 195 遊離石灰あり 格子状ひび割れ  

注）深さは床版上面からの距離を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.10 断面#7 の状態（図-5.2.2 から抜粋して再掲） 

 

表-5.2.7 断面#7 の各深さの観察（推定含む） 

深さ方向位置 深さ (mm) 含水状態 損傷状態 備考 

a 路面 -80 － 部分補修あり，損傷なし  

b 床版上面 0 一部滞水あり 部分補修あり，ひび割れと

大きい角欠け，浮き 

浮きはたたきによるチョー

クを参照した． 

c 水平ひび割れ 40 一部滞水あり（推定） 補修材界面付近 

（深さは推定） 

d 補修材下面 40  界面付近ひび割れ 

（深さは推定） 

e 床版下面 195 一部遊離石灰あり 格子状ひび割れ 補修前に著しい漏水あり 

注）深さは床版上面からの距離を示す． 
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(a) 補修前，2013 年 1) 

https://www.google.co.jp/maps/@33.2621455,131.0106087,3a,36.2y,18.9h,71.82t/data=!3m6!1e1!3m4!1shB7GSk-UwzGPljXupTCPnA!2e0!7i13312!8i6656 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 補修後，2018 年 2) 
https://www.google.co.jp/maps/@33.2621761,131.0106137,3a,75y,15.34h,54.62t/data=!3m7!1e1!3m5!1s5kVNIiF50jOGkRjq54I3lw!2e0!5s20180501T00000
0!7i13312!8i6656 

図-5.3.3 断面#9 付近の補修前後の路面状況 

特徴的な
ひび割れ

補修箇所

下り上り

Google 2018.5撮影A1から98～100m，P2付近

特徴的な
ひび割れ

補修箇所

下り上り

Google 2013.1撮影A1から98～100m，P2付近

注）いずれも Google ストリートビューから引用し，黄色の文字，線を加筆した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 補修直前の路面，2015 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 補修直前の床版上面，2015 年 9 月 

 

図-5.3.4 断面#9 付近における補修直前の路面，床版上面の損傷状況 
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(a) 補修直前の路面，2015 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 補修直前の床版上面，2015 年 9 月 

 

図-5.3.4 断面#9 付近における補修直前の路面，床版上面の損傷状況 
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(a) 補修前，2013 年 3) 
https://www.google.co.jp/maps/@33.262407,131.010719,3a,15y,197.37h,79.49t/data=!3m7!1e1!3m5!1slys_rO8pBD4cGxsD9d69gQ!2e0!5s20130101T00000
0!7i13312!8i6656 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 補修後，2018 年 4) 
https://www.google.co.jp/maps/@33.2624083,131.0107126,3a,15y,193.74h,78.37t/data=!3m7!1e1!3m5!1sfAH9Bihj-1hH2KLYK5Xq5w!2e0!5s20180501T00
0000!7i13312!8i6656 

図-5.3.5 断面#8 付近の補修前後の路面状況 

特徴的な
ひび割れ補修箇所

（写真の範囲）

下り 上り

Google 2018.5撮影A1から86～88m

特徴的なひび割れ

補修箇所
（写真の範囲）

下り 上り

Google 2013.1撮影A1から86～88m

注）いずれも Google ストリートビューから引用し，黄色の文字，線を加筆した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 補修直前の床版上面，2016 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 補修直前の床版上面，2016 年 9 月 

 

図-5.3.6 断面#8 付近における補修直前の路面，床版上面の損傷状況 
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(a) 補修直前の床版上面，2016 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 補修直前の床版上面，2016 年 9 月 

 

図-5.3.6 断面#8 付近における補修直前の路面，床版上面の損傷状況 
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(a) 補修前，2013 年 5) 
https://www.google.co.jp/maps/@33.2618743,131.0105714,3a,72.2y,176.76h,62.06t/data=!3m6!1e1!3m4!1sWe9G7ge7Zws_2F8G6EvTWQ!2e0!7i13312!8i6
656 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 補修後，2018 年 6) 
https://www.google.co.jp/maps/@33.2618886,131.0105678,3a,48.7y,169.36h,77.26t/data=!3m6!1e1!3m4!1staJmlQpJA9aiuBaPd10OJQ!2e0!7i13312!8i6656 
 

図-5.3.7 断面#10 付近の補修前後の路面状況 

補修箇所
（写真の範囲）
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（写真の範囲）

下り 上りP3

A1から142～145m Google 2013.1撮影

注）いずれも Google ストリートビューから引用し，黄色の文字，線を加筆した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 補修直前の床版上面，2015 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 補修直前の床版上面，2015 年 9 月 

 

図-5.3.8 断面#10 付近における補修直前の路面，床版上面の損傷状況 
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(a) 補修直前の床版上面，2015 年 9 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 補修直前の床版上面，2015 年 9 月 

 

図-5.3.8 断面#10 付近における補修直前の路面，床版上面の損傷状況 
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(a) 下り線に車両が載った場合 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 上り線に車両が載った場合 

図-5.3.9 Y 橋における鉄筋端部の定着の影響（概念図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.3.10 2019 年調査時の断面#8～#10 における含水状態及び劣化状態の推定 
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図-5.4.3 Y 橋における床版コンクリートの土砂化の過程（想定） 
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図-5.4.3 Y 橋における床版コンクリートの土砂化の過程（想定） 
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(a) 2019 年 4 月 11 日 10 時に撮影       (b) 2019 年 4 月 11 日 14 時，清掃後に撮影 

図-5.5.1 床版上面コンクリートの補修材と母材の間の滞水例 

（P1-P2 間，A1 から 94 m 付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.5.2 床版上面の部分補修部下面への水の浸入（概念図） 
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(a) 補修前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 補修時 

 

図-A1.1 A1-P1 間の舗装及び床版の貫通ひび割れ状況 
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(a) G2-G3 間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) G1-G2 間 

注）黄色矢印は貫通ひび割れ箇所，図中の数値は水分計の D 値を示す． 

図-A1.2 A1-P1 間の貫通ひび割れ付近における床版下面の外観と含水状態（見上げた状態）
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(a) G2-G3 間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) G1-G2 間 

注）黄色矢印は貫通ひび割れ箇所，図中の数値は水分計の D 値を示す． 

図-A1.2 A1-P1 間の貫通ひび割れ付近における床版下面の外観と含水状態（見上げた状態）
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表-A2.1 採取資料の X線回折で同定された物質 
物質名 想定される由来 

エーライト セメント鉱物 

ビーライト 

アルミネート相 

フェライト相 

ゲーレナイト スラグ 

透輝石 

エトリンガイト セメント水和物あるいはスラグ由来の生成物 

カルサイト セメント水和物の炭酸化物 

無水石膏 不明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-A2.3 採取試料の X 線回折の結果 
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